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　Originally a tourist, do not glimpse the truth of the place. However, at present refers to the part of the 
surface layer made  by only a field outside world, most of the tourist attractions are,'s is hidden in the back 
everyday in there today. In this plan, by rethinking the whereabouts of everyday people living in the city of 
tourism resources, consider the inherent nature of tourism that was about to lose.Key Words : Times, italic, 
9pt
　観光とは本来その場所のありのままを垣間見ることではないだ
ろうか。しかし今日では観光地のほとんどが、対外的な視野のみ
によってつくられた表層の部分を指し、そこでの日常は裏に隠れ
てしまっているのが現状である。本計画では、観光資源のあるま
ちに住む人々の日常の居場所を再考することで、失いかけた観光
の本来的あり方を考える。
01-1. 観光資源としての温泉
01-2. 温泉地の固有の集い「共同浴場」
00. はじめに
　日本では「そのまちの固有な資源」となる代表的なものに「温
泉」がある。温泉地の数も今では 3000 を超え、日本は温泉文化
と深く関わりながら今日まで至ってきたといえる。さらに温泉の
初源的姿が露天にあった日本では、温泉に浸かりながら自然と呼
応するような温泉場が育まれてきており、世界と比べても独自の
温泉文化の発展を遂げてきた。
　温泉地には、宿で入れる内湯などの他に「共同浴場」と呼ばれ
るそのまちで暮らす人々が日々利用する居場所があった。元々温
泉の利用は、個人が私有することが馴染まなかったため、温泉地
のほとんどは共同浴場から出発し、その後、共同浴場を中心にし
て広場が形成され、それを囲みようにして温泉街が形成されてき
た。
　敷地は静岡県熱海市。熱海温泉はかつて「東の熱海、西の別府」
02-1. 敷地
　熱海温泉の起源は今から約 1250 年前まで遡る歴史ある温泉地
である。江戸時代までは湯治や静養の場として発展を遂げてきた
が、インフラが拡大すると観光客が押し寄せ、熱海は湯治場から
一大観光温泉地へと大きく変化していった。 海岸沿いに大型施設
が林立する熱海の夜景は、当時の高度成長を象徴する風景とされ
てきたのである。
02-2. 歴史
02-3. 衰退
・ バブル崩壊後は「観光」のニーズも変化し、熱海の根幹を支え
ていた観光業も衰退を迎えた。宿泊者数と宿泊施設数はともに最
盛期の半分以下にまで減少している。熱海は今、衰退の一途をた
どっている。
02-4. 二極化するまち
　対外的な視野のみとなってしまった結果、圏外人と住人のまち
の居場所は二極化し、住人がまちの裏に隠れてしまうような都市
構造ができあがってしまっている。温泉地で暮らす人々にとって
の日常の居場所であるはずの共同浴場も、ないがしろにされてい
と謳われ、日本三大温泉のひとつともいわれる温泉街が形成され
ていった。首都圏からのアクセスも良く、近場の温泉地として「観
光」の波が最も顕著に押し寄せてきたまちである。さらに地形に
も恵まれており、相模湾に伸びる扇状地に市街地が形成され、山
と海に囲まれるという特徴的な地形構造を有している。
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るのが現状である。観光業が衰退した今、そうしたまちの裏に隠 
れた日常の居場所を再考することこそ必要なのではないか。 
 
03-1. 都市構造から見る計画地とその位置づけ 
 熱海のまちを繋ぎとめているのは、幹線道路ではなく、それに 
囲まれた身体スケールの坂道や階段である。そうした動脈の合流 
地点となる場所を本計画地として設定する。 
04-1. ダイアグラム 1 
 温泉場は大地をはうように計画し、公民館はその上部に、大地 
から切り離して大きな平面ゾーニングをしていく。平地では切り 
離されてしまうはずのこの両者の関係も、急斜面の地形により断 
面方向では関係性が強くなっていく。 
 
 
公民館 
 
 
共同浴場 
 
04-2. ダイアグラム 2 
 敷地内は 20 m もの高低差のある両方向からのアプローチが想 
定されるため、ちょうど中間の高さに基準レベルとなる床面を据 
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え付け、そこに斜行コアを伸ばすことで、周辺の街路がそのまま 
侵入するインフラとなる。 
幹線道路 動脈（路
地空間） 
商店街 
 
03-2. ベイサイド沿い唯一の空隙 
 この場所は何年も放置された海岸沿い唯一の空隙である。湾を 
見下ろすことのできる熱海特有の斜面地のほとんどが「観光」の 
場所とされ、そこにはこのまちで暮らす人々の居場所はない。こ 
うした場所に日常の居場所をつくることは、このまちで暮らす 
人々が「熱海に住む」と感じるきっかけの場となるとも考える。 
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03-3. 周辺環境 
 計画地は地形に沿うように形成された小さなベクトルをもつ坂 
道や階段によって浮かび上がった扁平な土地であり、ここでの計 
画はそれらを吸収する緩衝帯となるようなものとして考えてい 
く。 
 
 
05-1. コンセプトモデル 
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